
●
消
費
税
や
た
ば
こ
税
、
自
動
車
税

な
ど
、
僕
た
ち
が
支
払
っ
た
税
金
は

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を

知
り
た
い
の
で
す
が
。

●
菊
池
市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
を
計
画
的

に
、
効
率
よ
く
使
う
た
め
に
「
予
算

書
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

●
そ
う
い
え
ば
「
今
年
度
の
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た
」
な
ど
と
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
よ
く
耳
に
し
ま
す
ね
。

●
予
算
書
は
、
入
る
お
金
と
使
う
お

金
を
項
目
ご
と
に
分
け
て
整
理
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

新
し
い
年
度
が
始
ま
る
４
月
１
日

よ
り
前
に
議
会
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

菊
池
市
で
も
３
月
に
あ
っ
た
定
例

議
会
で
平
成
19
年
度
の
予
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

●
な
る
ほ
ど
。
予
算
を
た
て
て
計
画

的
に
使
う
ん
で
す
ね
。

　

も
う
少
し
詳
し
く
予
算
の
中
身
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
予
算
の
内
容
を
グ
ラ
フ
に
し
た
の

が
下
の
表
１
と
表
２
で
す
。
家
庭
の

家
計
と
同
じ
よ
う
に
入
る
お
金
「
歳

入
」
と
、
使
う
お
金
「
歳
出
」
が
あ

り
ま
す
。

 

予
算
総
額
は
、
２
１
６
億
６
、
１

０
０
万
円
と
、昨
年
に
比
べ
る
と
１
・

７
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
に
な
っ
て
い
ま

す
。

●
ま
ず
は
、
表
１
の
歳
入
か
ら
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
の
「
市

税
」
を
４
９
億
２
、３
３
２
万
２
千

円
と
、
市
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国

か
ら
配
分
さ
れ
る
「
地
方
交
付
税
」

を
７
０
億
５
、０
０
０
万
円
な
ど
と

そ
れ
ぞ
れ
入
っ
て
く
る
お
金
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

●
な
る
ほ
ど
。
５
月
に
支
払
う
僕
の

軽
自
動
車
税
は
市
税
に
な
る
ん
で
す

ね
。

　

そ
れ
か
ら
、
三
位
一
体
の
改
革
や

行
財
政
改
革
な
ど
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
が
、
菊
池
市
に
も
何
か
関
係
が
あ

る
の
で
す
か
。

●
依
然
、
国
か
ら
の
国
庫
補
助
金
の

削
減
や
地
方
交
付
税
の
縮
減
、
税
源

移
譲
の
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
の
改

革
」
で
地
方
負
担
増
の
影
響
が
で
て

い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
社
会
保
障

経
費
の
増
大
に
加
え
て
、
新
市
建
設

計
画
に
掲
げ
る
施
策
を
推
進
す
る
た

め
、
合
併
交
付
金
や
合
併
特
例
債
な

ど
を
有
効
活
用
し
、
限
ら
れ
た
予
算

を
重
点
的
、
効
率
的
に
配
分
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
次
は
表
２
の
歳
出
で
す
。
歳
入
額

が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
歳
出

額
も
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

物
件
費
や
人
件
費
な
ど
の
見
直
し

で
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
な
特
に
必
要
な
財
源
は
確

保
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
項
目
ご
と
に
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

最
も
多
い
の
が
「
民
生
費
」
で
、

老
人
福
祉
事
業
や
保
育
所
の
運
営
費

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
福
祉
向
上
の
た
め
の
費
用
」
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

●
次
に
多
い
の
が
「
公
債
費
」
で
こ

れ
は
市
の
借
金
で
す
。
そ
し
て
、「
総

務
費
」、
市
道
や
排
水
路
、
公
営
住

宅
の
建
設
や
管
理
な
ど
を
行
う
「
土

木
費
」、
市
立
の
小
・
中
学
校
の
管

理
な
ど
の
「
教
育
費
」、
農
家
の
人

が
農
業
を
し
や
す
く
す
る
た
め
の

「
農
林
水
産
業
費
」
が
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
乳
幼
児
医
療
費
な
ど
の

「
衛
生
費
」、
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら

私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
る
消
防
団
活

動
な
ど
に
使
わ
れ
る
「
消
防
費
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

●
今
ま
で
難
し
そ
う
で
、
あ
ま
り
考

え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
予
算
に
つ
い

て
、
少
し
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
、
平
成
19
年

度
の
詳
し
い
予
算
書
は
、
菊
池
市
役

所
財
政
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課　
　

☎
（
25
）
１
１
１
１

３月にあった１歳６カ月児健診。これには「衛生費」が使われています

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
耳
に

す
る
予
算
。

　

大
学
生
の
菊
池
太
郎
く
ん
は
、
自

分
が
住
む
ま
ち
の
税
金
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
勉
強
し
よ

う
と
、
菊
池
市
役
所
の
財
政
担
当
者

に
、
そ
の
使
い
道
な
ど
を
聞
い
て
み

ま
し
た
。

平成19年度　予　算

平成19年度

予　算

皆
さ
ん
の
税
金

　
　
　
　
そ
の
使
い
道

皆
さ
ん
の
税
金

　
　
　
　
そ
の
使
い
道

歳入総額
216億6,100万円

依存財源
64.1％

市税
49億2,332万2千円
（22.7％）

分担金・負担金
4億2,238万9千円
（1.9％）
使用料・手数料
4億556万2千円
（1.9％）繰入金

15億5,224万9千円
（7.2％）
繰越金

1億円（0.5％）
その他諸収入など
3億7,523万4千円
（1.7％）交付税

70億5,000万円
（32.5％）

国庫支出金
19億6,520万2千円

（9.1％）

県支出金
15億7,812万1千円

（7.3％）

贈与税・交付金
11億5,032万1千円

（5.3％）

市債
21億3,860万円
（9.9％） 市税

49億2,332万2千円
（22.7％）

分担金・負担金
4億2,238万9千円
（1.9％）
使用料・手数料
4億556万2千円
（1.9％）繰入金

15億5,224万9千円
（7.2％）
繰越金

1億円（0.5％）
その他諸収入など
3億7,523万4千円
（1.7％）交付税

70億5,000万円
（32.5％）

国庫支出金
19億6,520万2千円

（9.1％）

県支出金
15億7,812万1千円

（7.3％）

贈与税・交付金
11億5,032万1千円

（5.3％）

市債
21億3,860万円
（9.9％）

自主財源　
35.9％

●市　税
　市民税、固定資産税、
軽自動車税、たばこ税な
ど最も重要な財源です。

●地方交付税
　行政サービスをどの自
治体で受けても同水準に
なるように、国が市の財
政状況に応じて配分する
お金です。

●地方譲与税
　自動車重量譲与税や地
方道路譲与税、所得譲与
税と国税として収納され
たものが一部還元される
ものです。

●国庫支出金
　事業を行うため国から
交付されるお金です。

●県支出金
　事業を行うため県から
交付されるお金です。

●市　債
　特定の事業のため借り
入れるお金です。

●その他
　分担金・負担金、使用
料・手数料、財産収入、
繰越金、諸収入などがあ
ります。

表１　歳　入

●議会費
　議会運営のための経費
です。
●総務費
　市の行政、財産、選挙、
企画、税の徴収、窓口業
務などの経費です。
●民生費
　市民の皆さんの福祉向
上のための経費です。
●衛生費
　ごみ処理や健康づくり
などのための経費です。
●農林水産業費
　農林業の振興のための
経費です。
●商工費
　商工、観光の振興のた
めの経費です。

●土木費
　道路や橋、河川、公営
住宅などの整備の経費で
す。
●消防費
　菊池広域連合消防本部
への負担金や消防機材な
どの整備の経費です。
●教育費
　学校教育や生涯学習な
どの経費です。
●公債費
　市の借金（市債）を返
済する経費です。

表２　歳　出

　
使
う
お
金

　
　
　
　
　
　

〜
歳　

出
〜

　
入
る
お
金

　
　
　
　
　
　

〜
歳　

入
〜

歳出総額
216億6,100万円

議会費
1億9,963万9千円
（0.9％）

総務費
27億8,409万1千円
（12.8％）

民生費
53億4,122万7千円
（24.7％）

商工費
2億1,973万6千円
（1.0％）

消防費
8億4,197万9千円
（3.9％）

その他
2,000万円（0.1％）

衛生費
25億13万円
（11.5％）

農林水産業費
20億875万8千円
（9.3％）

土木費
26億8,061万円
（12.4％）

教育費
20億3,301万2千円

（9.4％）

公債費
30億3,181万8千円
（14.0％）

議会費
1億9,963万9千円
（0.9％）

総務費
27億8,409万1千円
（12.8％）

民生費
53億4,122万7千円
（24.7％）

商工費
2億1,973万6千円
（1.0％）

消防費
8億4,197万9千円
（3.9％）

その他
2,000万円（0.1％）

衛生費
25億13万円
（11.5％）

農林水産業費
20億875万8千円
（9.3％）

土木費
26億8,061万円
（12.4％）

教育費
20億3,301万2千円

（9.4％）

公債費
30億3,181万8千円
（14.0％）

●菊池太郎くん●財政担当者

H17年度 H18年度 H19年度

233億
5,300万円 220億

2,700万円
216億

6,100万円

一般会計当初予算の推移

2｜広報きくち｜2007 APRIL-13 広報きくち｜2007 APRIL-1｜


